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1．目的
サッカーのトレーニング法は多様である。し

かし、それぞれの方法によるトレーニング効果
についての検証はほとんどおこなわれていな
い。多くのトレーニング法は、これまで培われ
てきた経験をもとに開発され実行されている。
しかし、個々のトレーニングで発揮される技能
を分析することによって、より効果的にトレー
ニング法を開発することが可能になると考えら
れる。

中山ら（2007）はサッカーの重要な技能の 1
つであるパス技能を修得していくためのトレー
ニング法として、ボール保持課題を取り上げ、
その課題に含まれる制約を利用することによっ
てより効果的にサッカーのパス技能を高めるこ
とができることを示唆している。また、11－12
歳のサッカープレーヤーの 3 対 1 ボール保持課
題でのパス技能の発揮のされかたを分析しその
特徴を示している 1）。このように種々のトレー
ニングで発揮される技能の分析結果を蓄積して
いくことは重要であると考えられる。

そこで、本研究ではサッカーの大学生のサッ
カー選手を対象に 3 対 1 ボール保持課題で発揮
される技能について分析することを目的にし
た。

2．方法
1）実験参加者

大学のサッカー部に所属する男子サッカー選
手 24 名で、サッカーの経験年数が平均 11.0 年
であった。24 名を 4 人ずつの 6 グループに分
けて課題を行った。

2）場所および期間
実験は、大学の人工芝グランドで、11 月下

旬に実施した。

3）課題
3 人（攻撃者）で 1 人の相手（守備者）にボー

ルを奪われないように保持する、3 対 1 ボール
保持課題であった。プレーエリアは 8m 四方で
あった。3 対 1 は相手の状況に応じてパスを選
択するといったサッカーの基本的技術と戦術を
発揮するための最も基本的な課題である。

実験参加者は、3 人の攻撃者で 1 タッチか 2
タッチのプレーで 20 本のパスを連続で成功す
ること、1 人の守備者は積極的にボールを奪う
ことが求められた。パスが守備者に奪われたり、
触られたり、プレーエリアから出たり、あるい
は、20 本のパスが成功したら、3 人のうちの 1
人が守備者と交代した。この交代は順番に行っ
た。課題は 5 分間行われた。

4）撮影
グランド脇に設置された高さ約 5m の足場か

ら、1 台 の DVD カ メ ラ（Sony HDR-HC9） を
用いて撮影した。常に 4 人のプレーヤーが映る
ようにカメラアングルを固定し撮影した。

5）分析
全ての撮影されたビデオ映像（60Hz）から、

実験参加者のパスの数とその成功、失敗、1 タッ
チプレーの数、利き足でのプレー数、リターン
パスの数を計測した。そして、それぞれについ
て、平均値、標準偏差、最高値、最低値を算出
した。
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また、無作為に抽出した 1 グループの課題に
ついて、キック時点での各プレーヤーの両足を
結ぶ中心点とボールの中心点及び 8m 四方のプ
レーエリアの四隅をコントロールポイントとし
てデジタイズ（Frame Dias（（株）ディケイエイ
チ））し、DLT 法を用いて 2 次元座標に変換し
て各プレーヤーとボールの位置関係を算出し
た。キック時点の同定については、記録データ
の最初のインパクトが確認された画像フレーム
をキック時点とし、インパクトの画像がない場
合は、インパクト後の最初の画像フレームを
キック時点とした。そして、そのキック時点の
座標値から求められるボールの位置と 2 人のサ
ポートプレーヤーの位置からそれぞれのサポー
トの角度を算出した。また、キック時点でのボー
ルの位置と 2 人のサポートプレーヤーの位置か
ら、ボールとサポートとの距離の平均値を算出
した。

さらに、パスコース選択の判断について、守
備者との位置関係で検討するために、キック時
点の 2 人のサポートプレーヤーとボール保持者
が成す角度の 2 等分線でスペースをオープン
スペースとクローズドスペースに分け（図 1）、
その内、オープンスペースへのパスの割合を算

出した。すなわち、オープンスペースはパスが
出された方向に守備者が位置していないエリア
であり、クローズドスペースはパスが出された
方向に守備者がいるエリアである。同様に、キッ
ク時の守備者の位置をデジタイズし、守備者と
ボールとの距離を算出した。

3．結果
全試行での、パスの成功率は平均で 90.0％

であり、最高が 97.8％、最低が 77.1％であっ
た。1 タッチプレーの割合の平均は 46.2％であ
り、最高が 91％、最低が 20.5％であった。利
き足の使用率は平均で 85.0％であり、最高が
100％、最低が 45.1％であった。さらにリター
ンパスの割合の平均は 33.8％であり、最高が
60.5％、最低が 13.8％であった（表 1）。

任意に抽出した 1 試行での、オープンスペー
スへの割合は 78.5％、サポートの角度は平均で
73.7°、ボールと守備者の距離は平均で 2.8m で
あった（表 2）。

4．考察
3 対 1 ボール保持課題は比較的簡単な課題で

あるため、パス成功率は高かった。しかし、最

図 1　オープンスペースとクローズスペースの概念図
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高値が 97.8％に対して、最低値が 77.1％であり、
個人差が非常に大きいことが示唆された。個人
差の大きさは、1 タッチプレーの割合、利き足
の使用率、リターンパスの割合にも表れており、
成人（大学生）のサッカー選手では、それまで
の経験してきているサッカーのレベルが、簡単
なトレーニング課題において大きく影響を与え
ていると考えられる。

14 歳以下のサッカー選手の 3 対 1 ボール保
持課題でのオープンスペースへのパスの割合は
65％前後であると報告されている 2）。本研究で
は 78.5％がオープンスペースへのパスであっ
た。また、サポートの角度や、守備者とボール
の距離については、14 歳以下のサッカー選手 2）

と大きな違いはなかった。このことより、サッ

カー選手としての経験を積むことによって守備
者の位置に応じたプレーを選択できるように
なっていくことが示唆された。
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表 1　3 対 1 ボール保持課題で発揮された技能

表 2　　オープンスペースへのパス，サポートの角度，ボールと守備者の距離

平均 標準偏差 最高値 最低値

パス成功率 90.0% 6.0 97.8% 77.1%

１タッチプレーの割合 45.5% 14.6 91.9% 20.5%

利き足の使用の割合 85.0% 15.7 100% 45.1%

リターンパスの割合 33.8% 10.3 60.5% 13.9%

オープンスペースへのパスの割合 78.5%

サポートの角度(平均） 73.7°

ボール－守備者の距離（平均） 2.8ｍ


